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有彩物体色 の 明 る さ 評 価
（サ ン プ リ ン グ 効果 に つ い て ）
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〔は じめ に 】

　無彩色 と有彩色 の 刺激値 Y が同
一

で も ， 両者の 明

るさ知覚 は異 な る こ とが知られ て い る．こ の現象は

Helmhol七z −Kohlrausch 効果あ る い 1ま Brightness ／

Luminance（B／L＞効果と呼ばれ て い る。有彩色の 明るさ

知覚 は色味成分か らの 寄 与があ ると考 え られ。異色

明るさ マ ッ チ に 関する多 くの 研究が あり
1−Sp

　 CiE

TC 工
一
〇3　（卜10dels　of 　He七erochromatic 　Brightness

Matching）で も 研究が 進め られ て い る ．

　筆 者らは前報
4
にお いて ， 有彩色の 明 るさはサンプ

ル の 白黒味お よび色味の 線形結合 ， すなわち ，

　　　 Qn ＝ a 。 ＋ alQ 。 ＋ a2C 　　　（1）
で 表せると い う仮説を立て た。そ して ， こ れを検証

す るため NCSサ ン プル を用い た明るさ マ ッ チ お よび

Wyszeck　V　IZよる有彩色タイル の明るさマ ッ チ のデー

タ等を分析 した ，こ れ ら両データに 基 づ く（1）式の 色

味 C の 係数 a2 は両者 とも大きな差はなか っ た．し

か し n サンプル の 白黒味 Q 。 の 係数 al は大きな差

を示した．こ れ は両実験に使用されたサンプル の 明

度範囲の 違い に起因す る と考え ら れ た ．一
方 ， 理論

的には（1）式に お い て C　 ＝ 0 の サンプルを考 え ると ，

Qcの係数 at は 1となる こ とが期待され る。

　そ こ で 筆者 らは（1）式で使用 す べ き係数の 値を検討

す るたぬ サ ン プ ル の 色 味 C お よび自黒味 Q 。に 関す

る変量をそれぞ れ変化さ せ た 2 つ の サ ン プ ル ・ シ リ

ーズを選定 して ， 各シ リーズ に おける有彩色 の 明る

さ評価に関する実験を計画し遊．以下．その結果を

報告す る．

【方法】

　 マ ン セ ル 色票と グ レース ケ ール の 直接比較に よ る

明るさマ ッ チを次の実験条件で 行 な っ た．

実 験 1 ：サンプルは皸 6 一
定 ，ク ロ 祠 変 の

シ リ
ーズで 40 色相の ク ロ マ 1 か ら 12 の 計 214

個を選定 した．

靆 ：サ ン プル はク ロ マ 6 一定 ， 明度可変

の シ リーズ で 40 色相 の 明度 2 か ら 9 の 計 235 個

を選定 した．

　 以下の 条件は実験 1 ， llと も に 同
一

で ある．

思盟 ： D6s近似 の 蛍光ランプ，蟹塵 ：1，000　Lx．苴

量 ： N6 。サ ン プル の　きさ ：Xt　1．4crn× 横 5．5c旧の

N6 の 台紙に 1。4cm× 1．8cmの有彩色 を張 り付けた ．

グ レ ースケ
ール ：縦26cm× 横 4cmの N6 の 台紙に有彩

色 と同じ大き さ の 無彩色 N4 か ら0．25ス テ ッ プ で

N8 の計 17個を張 り付けた。昭 臼 および
’

）9；　　 ：

0 °

／ 45
°
。観測耋 ；正常色覚の 男女各 1名 ．

【結果〕

　塞魁 ：明度 6一
定 ， ク ロ マ 可変の シ リーズ に対

す る明るさマ ッ チを 2 名の 観測者が 日を変えて 5 回

繰 り返 した 。有彩色 の 等明る さ軌跡は次の 手顯で求

め た ，サン プル の x ， y ，
Y 値 よ り非線形色知覚モ デ

ル 5 より導かれ る白黒味 Q 。 と色味 C を算定する．明

るさ マ ッ チ の対応灰色サ ンプル の マ ン セ ル 明度 VNを

視感反射率 Y に変換 しモ デル 応答 Q を求め ，
こ れ を

QN と表 した ．各サ ン プル の Q ， お よび Q 。 ，　 C を用い

て 係数 a 。 ，
a1

，
a2 を最小自乗近似で 推定す る．こ れ

らの 結果を表 1に示 す ．

表 1　実験 1 で求められた係数と相関係数 r

観測者 ao a1 a2 r

SSSI 7．40298
．38900

。10960
．12480

．12780
．io690

．8520
．83正

サ ンプル の 色度値 恥 y と同サ ンプル に対す る 明 る

さ推定値 aNを Y 値に変換 しY／Yo値をx ，y色 度図上に

置点 した．こ こ で ， Yo 値は明度 6 の無彩色サ ンプル

に対応する Y 値で あ る．そ して ， 等しい Y ／ Yo 値 を

結び ， 等明 るさ軌跡を求め た ．図 1a ，
　 b に そ の 結

果を示す．

塞鬘皿 ：ク ロ マ 6 一
定 ， 明度可変の シ リーズ に対す

る明るさ マ ッ チを 7 回繰 り返 した．明るさマ ッ チの 対

応灰色サンプル の マ ン セ ル 明度 VN 櫪を各色群 R，　 yR

V ，

… 。P，
　 RP等に 集約 し平均値▽N を求 めた．例え

ば ，色群Rに は 10RP，
2．5R，5R， 7．5R ， 10Rを含めた ．

そ して ， マ ン セ ル 明度毎に各色群 の ▽N 値を置点した ．

そ の 結果を図 2a ，
　 b に 示 す ．実験 正と同様の 手順

で （D式の 係数を求めた．そ の 結果を表 2 に 示す ．

　 表 2　実験 a で求め られ た係数と相関係数 r

観測者 ao a1 a2 r

SSSI 一
〇，76755
，9780LO736LO1630

．0160
−0．14390

．9420
，954
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実 験 1 （マ ン セ ル ・ ハ リ ュ
ー一

定 、ク ロ マ 可変の サ ン プル ・ シ リ
ー

ス ）

に よ り得 られ た有彩色 の 等 明 る さ軌跡 。 　 図中の 数 値は Y ／ Yo 饐を表 す．

図中の （a．） は被験 者 S ＄ ，　（b ）は被験者 SI を示す 。
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図 2 　実験 H （マ ンセ ル ・ク ロ マ
ー

定、バ リ ュ ー可変 の サ ンプ ル ・ シ リ
ー

ズ ）に

　　　よ り得 られ taマ ン セ ル ・バ リ ュ
ーV と有彩色 の 明 るさ評 価値 ▽ n の 関係。

　　　図中の （a ）は被験者 SS ， （b ）は被験者 SI を示す 。

【検討〕

麹 ：図 1a ，
　 b および表 1 の 係数 a 。 ， al ， a2 は

前報
i
で 得られ た結果 と類似で あ る．係数 a1 の 値は

理論 的に A とな る こ とが期待され るが ， 両観測者 と

も に 0．11と0．12と小さ い ．こ れ は明度
一

定 ， ク ロ マ

可変の サ ン プル ←シ リ
ーズを選定 したため ， 白黒 味

Q 。 か ら明るき へ の 寄与が適切でな い こ とを示唆 して

い る．一
方 ， 係数 a2 は両観測者とも lto．13とO．11で

安定 で ある，

塞堕旦 ：図 2a ，　 b は色相R，　Y，　G，　 B，　Pとも に 傾 斜

45°

の 直線上 に ある。表 2 の 係数 a1 は期待 どう りほ

ぼ 1で あ る。しか し ， 係数 a2 は観測者毎に大 き く異

な り推定精度の 悪 さを示 して い る．

　実験 置お よび llの結果か ら ， 有彩色 の 明 る さ推定

式は特定の サ ンプル 群に対 して 適 用 で きる として も t

一
般的な条件に 対する使用は注意を要す る．実験的

お よび理論的考察 よ り有彩色 の 明 るさ応答は次式で

推定 され ると思われ る．

　　　 eSn＝ a 。 ＋ 1 −・Qc ＋ 0，12・C 　　（2）

【むすび】

1 ，有彩色 の明 るさ に対す る予測式の係数 a1 ， a2 は

　　サン プ リングに依存す る．それゆえ。適用条件

　　を考慮 して 使 用す べ き で ある．

2 ．実験的および 理論的考察よ り有彩色 の 明る

　　ざは近似的 に （2）式 で 推定 され ると思わ れ る．
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